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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 26・28

入居者様の入れ替わりにより、同じくらいの認知
症状の状態の方が多くなり、ケアプランが画一的
になりがちになってしまっている。

一目見たらどの方のケアプランなのかわかる
ように、見直していく。

日々の生活、会話の中から、表情や、発語、行
動などを注意深く観察し、アセスメントを見直し
ニーズの再確認を行う。

1年

2 38・7

業務や時間に追われ、「声掛け」が職員本位に
なてしまう時がある。自立支援、本人の意思を尊
重することにより、一人ひとりを優先することが出
来ず「ちょっと待ってってね」「すわっててね」の声
掛けが出てしまう。

直ぐに対応できない時は、職員同士声を掛け
合いながら、対応し「声掛け」の重要性を理解
し共有する。

不適切な声掛けは拘束にあたることを理解し、
スピーチロックの研修を行う。どのような言葉に
言い換えると良いのかを話し合い共有する。

3ヶ月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


